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振
り
返
れ
ば
5
0
年
。

水
巻
町
は
、
2
月
1
1
日
で
5
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

人
に
人
生
が
あ
る
よ
う
に
、
町
に
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
町
制
5
0
周
年
を
記
念
し
て
、
町
の
歴
史
を
特
集
し
ま
し
た
。

激
動
の
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
思
い
出
話
を
交
え
な
が
ら
、
町
の
歩
み
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
4
～
7
ペ
ー
ジ
の
年
表
を
参
考
に
し
な
が
ら

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
本
炭
砿
以
外
に
は
、
何
に
も
な
い
町
で
し
た
。

役
場
が
焼
け
た
時
、
金
庫
室
だ
け
が

ポ
ッ
ン
と
残
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
2
0
年
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
頃
末
小

学
校
の
講
堂
を
仮
庁
舎
に
し
て
事
務
を

し
ま
し
た
。
戦
後
で
物
が
な
く
、
役
場

で
使
う
紙
も
町
村
会
か
ら
の
配
給
に
頼

る
ほ
ど
で
し
た
。
使
用
済
の
封
筒
を
裏

返
し
て
ま
た
使
っ
た
り
、
議
会
が
開
か

れ
る
時
は
、
停
電
に
備
え
て
ロ
ー
ソ
ク

を
買
い
集
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
役
場
が
新
築
さ
れ
た
の
は
、
町
制

十
周
年
に
あ
た
る
昭
和
2
5
年
の
こ
と
で

し
た
。
半
円
形
の
議
場
や
窓
口
の
カ
ウ

ぎ
ん

ン
タ
ー
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な

庁
舎
で
、
全
国
か
ら
視
察
に
く
る
は
ど

で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
炭
砿
の
景
気
も
よ
く
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
で
税
制
が
改
革
さ
れ
て

町
税
が
増
え
ま
し
た
。
人
口
も
三
万
人

を
超
え
、
頃
末
や
垣
添
に
町
営
住
宅
の

謹
設
も
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
鉱
産

税
は
重
要
な
財
源
で
し
た
か
ら
、
税
務

調
査
の
た
め
何
度
か
坑
内
に
下
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
遠
賀
川
の
大
洪
水
は
今

で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
上
二
の
堤
防
が
危

な
い
と
い
う
通
報
で
行
っ
て
み
る
と
、

水
は
堤
防
か
ら
ヒ
シ
ャ
ク
で
汲
み
取
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
増
水
し
て
欠
壊
寸
前
、

消
防
団
と
協
力
し
て
、
土
の
う
を
積
ん

だ
り
、
杭
を
打
っ
た
り
で
、
一
睡
も
で

久
保
田
勝
馬
さ
ん

（
7
5
歳
・
頃
夫
）

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
う
と
う
遠
賀
側

の
堤
防
が
欠
壊
し
て
遠
賀
村
が
水
没
。

水
巻
の
町
民
は
、
炊
き
出
し
な
ど
町
を

あ
げ
て
救
援
し
ま
し
た
。

日
炭
の
閉
山
（
昭
和
4
6
年
）
も
、
大

き
な
節
目
で
し
た
。
水
巻
は
日
炭
以
外

は
何
も
な
い
町
で
し
た
。
町
民
の
大
多

数
は
炭
砿
で
働
い
て
い
ま
し
た
し
、
水

道
や
住
宅
な
ど
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
面

で
、
日
炭
に
お
ん
ぶ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
の
閉
山
で
す
か
ら
、

伊
藤
町
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
閉
山
の

後
始
末
で
大
変
で
し
た
。
炭
住
も
か
な

り
荒
れ
て
い
ま
し
た
し
、
何
と
か
早
く

●
鴇
謂
品
臥
役
の
後
、
町
会

町
の
再
生
を
と
言
う
こ
と
で
、
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
、
北
九
州
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
町
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
千
五
百
戸
を
超
す
町
営

住
宅
を
建
て
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て

は
最
善
の
方
法
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
宅
建
設
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
ス

ピ
ー
ド
で
閉
山
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
宅
を
基
本
に
し
た

町
づ
く
り
以
外
に
は
道
が
な
い
と
思
い

ま
す
。
街
路
樹
や
公
園
な
ど
を
整
備
し

て
、
気
持
ち
よ
く
住
め
る
環
境
に
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

全
回
で
二
番
目
の
マ
ン
モ
ス
中
学
校
で
し
た
。

吉
田
サ
カ
ヱ
さ
ん

（
7
9
歳
・
下
二
）

●
析
缶
増
掴
㌫
欝
絹
針
躍

ｒ

だヨニここ・買竿撃：

フ



水
巻
中
学
校
は
、
戦
後
の
六
・
三
制

の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
、
産
声
を
あ
げ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
が
で
き
て

も
校
舎
が
な
い
。
や
む
な
く
頃
末
小
学

校
の
校
舎
を
借
り
て
の
出
発
で
し
た
。

そ
の
後
、
今
の
役
場
の
位
置
に
校
舎

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は

引
揚
者
が
「
炭
鉱
に
は
家
が
あ
る
。
仕

事
が
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
周
辺

か
ら
ど
ん
ど
ん
水
巻
に
入
っ
て
き
て
、

（

生
徒
は
増
え
る
一
方
で
し
た
。

確
か
昭
和
3
0
年
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
新
聞
で
、
全
国
で
二
番
目
の

マ
ン
モ
ス
中
学
校
と
報
道
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
生
従
数
は
約

三
千
人
、
先
生
が
七
十
五
人
、
一
学
年

二
十
一
ク
ラ
ス
で
し
た
か
ら
、
教
室
は

足
り
な
い
。
ク
ラ
ス
の
中
は
五
十
人
の

机
で
ギ
シ
ギ
シ
。
休
み
時
間
は
便
所
に

長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。
お

へ

別
れ
遠
足
の
時
は
一
年
生
か
ら
頓
に
二

列
に
な
っ
て
歩
き
ま
し
た
が
、
先
頭
が

目
的
地
の
折
尾
公
園
（
折
尾
警
察
署
の

北
側
）
に
着
い
た
と
き
で
も
、
二
年
生

は
ま
だ
運
動
場
に
残
っ
て
い
る
ほ
ど
で

し
た
。
修
学
旅
行
も
二
回
に
分
け
て
行

き
ま
し
た
。
　
－
　
今
は
ポ
プ
ラ
の
木
が

ポ
ッ
ン
と
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
が
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
私
た
ち
は
「
二
校

分
立
、
二
校
分
立
」
と
、
何
度
も
役
場

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
念
願
が
か
な
っ

て
水
巻
南
中
学
校
が
で
き
た
と
き
は
、

飛
び
上
が
っ
て
睾
び
ま
し
た
よ
。

水
巻
駅
が
開
業
し
た
日
の
こ
と
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
校
舎
か
ら
駅
が
見

え
ま
し
た
か
ら
、
私
た
ち
は
授
業
も
そ

っ
ち
の
け
で
「
何
人
乗
る
か
、
何
人
降

か

り
る
か
。
」
と
賭
け
た
り
し
ま
し
た
。
一

番
列
車
に
乗
っ
た
の
は
2
人
で
降
り
た

の
は
3
人
で
し
た
。
夢
物
語
で
す
。

砿
員
の
賃
金
は
日
本
ｌ
、
長
期
ス
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

炭
砿
の
景
気
が
艮
か
っ
た
の
は
、
朝

鮮
動
乱
（
昭
和
2
5
年
）
の
こ
ろ
か
ら
九

十
日
ス
ト
（
昭
和
3
6
年
）
ま
で
で
し
ょ

う
ね
。
当
時
の
日
炭
労
組
は
全
国
一
統

制
が
と
れ
た
組
織
で
、
鉱
員
の
賃
金
も

日
本
一
で
し
た
。

町
は
炭
砿
町
と
し
て
栄
え
、
役
場
も

日
炭
様
々
で
し
た
。
昭
和
3
5
年
の
人
口

三
万
五
千
人
の
う
ち
日
炭
の
従
業
員
と

家
族
で
二
万
人
を
超
え
て
い
た
し
、
町

全
体
の
土
地
の
う
ち
三
割
く
ら
い
は
日

炭
の
所
有
地
で
し
た
か
ら
…
。

と
こ
ろ
が
、
九
十
日
ス
ト
で
石
炭
が

出
な
く
な
っ
て
、
八
幡
製
鉄
所
が
石
油

に
切
り
換
え
て
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
で
ハ
タ
ハ
タ
景
気
が
意
く
な
り
ま

し
た
。私

は
日
炭
の
鉱
害
課
で
、
農
地
の
鉱

副
　
田
　
寿
一
さ
ん

（
7
4
歳
・
吉
田
二
）

害
復
旧
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
。
水
巻

の
田
ん
ぼ
が
水
没
し
た
の
は
戦
時
中
で

す
。
当
時
は
机
と
古
賀
・
猪
熊
の
一
部

が
残
る
く
ら
い
で
、
あ
と
は
一
面
水
没

れ
ん
こ
ん

し
て
、
蓮
根
堀
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
曲
川
も
、
そ
の
名
の
と
お
り
く

ね
く
ね
曲
っ
た
川
で
し
た
。

鉱
害
復
旧
は
、
昭
和
2
5
年
ご
ろ
に
古

賀
の
田
ん
ぼ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

●
鮎
㌶
最
腔
に
従
事

吉
田
・
頃
末
・
下
二
・
机
・
猪
熊
と
工

事
を
進
め
て
、
終
わ
っ
た
の
は
昭
和
4
5

年
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
復
旧
に

合
わ
せ
て
土
地
改
良
も
行
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
お
年
寄
り
に
は
、
道
路
や

水
路
で
田
ん
ぼ
が
一
割
く
ら
い
減
る
こ

と
が
納
得
し
て
も
ら
え
な
く
て
、
苦
労

し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
農
家
の
ほ
と
ん

ど
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
り
ま
し
た
。

れ

ん

こ

ん

一

ば

り

田
ん
ぼ
は
蓮
根
堀
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

町
制
施
行
の
翌
年
、
戦
争
に
な
り
ま

し
た
。
戦
争
が
始
ま
る
と
景
気
が
良
く

な
っ
て
、
炭
砿
は
石
炭
を
ど
ん
ど
ん
掘

っ
た
。
田
ん
ぼ
の
陥
没
が
ひ
ど
く
な
っ

た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
（
昭
和
1
8
年
）
か

ら
で
す
。
麦
の
穂
が
出
は
じ
め
た
四
月

ご
ろ
、
大
き
な
す
り
鉢
状
の
穴
が
開
い

た
ま

て
、
水
が
潜
っ
て
い
き
ま
し
た
。
水
巻

の
農
家
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
兼
業
化
が

進
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
西
に
あ
っ
た
役
場
が
焼
け
た
の
も

同
じ
こ
ろ
で
す
。
私
は
そ
の
と
き
、
防

衛
招
集
で
芦
屋
飛
行
場
の
滑
走
路
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。
連
隊
本
部
か
ら
す

ぐ
帰
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
、
大
急
ぎ
で

議
会
を
開
い
て
、
前
後
策
を
協
議
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

蓮
根
堀
に
な
っ
て
い
た
田
ん
ぼ
も
、

永
　
沼
一
朋
さ
ん

（
9
0
歳
・
伊
左
座
）

昭
和
2
6
年
ご
ろ
か
ら
復
旧
が
始
ま
り
ま

し
た
。
前
後
し
て
、
頃
末
・
垣
添
・
下

二
・
上
二
に
町
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
四
十
年
代
に
は
、
み
ず
ほ
団
地

も
造
成
さ
れ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
見
違

え
る
よ
う
な
住
宅
地
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
日
炭
閉
山
。
翌
年
に
は
町
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
決
定
し
、
そ
の
次

の
年
に
農
振
地
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

●
川
路
群
雲
委
塁
委
員

（
昭
和
亜
年
）
当
時
農
業
委
員
だ
っ
た

私
は
、
何
度
も
県
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

そ
し
て
何
回
も
会
議
を
し
て
線
引
き

を
決
め
ま
し
た
。
当
時
は
相
当
先
を
見

通
し
た
決
定
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

時
代
が
変
わ
れ
ば
見
直
す
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
振
り
返
れ
ば
水
巻

も
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。



り返れば50年
プレイバック・水巻町

（
昭
和
）

1
5
年

1
6
年

1
8
年

2
0
年

2
1
年

2
2
年

2
5
年

2
8
年

●
町
制
施
行
。
初
代
町
長
矢
野
俊
次
　
●
都
市
計
画
区
域

決
定
　
●
頃
末
小
学
校
焼
失
　
●
日
炭
中
央
病
院
新
築

●
日
炭
ｌ
二
坑
　
（
浅
川
）
　
開
坑
　
●
国
勢
調
査
人
口
2
万
4

7

4

0

人

●
机
・
下
二
・
頃
末
の
尋
常
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称

●
日
炭
第
一
竪
坑
完
成
　
●
日
炭
出
炭
量
年
1
5
4
万
ト
ン

突
破
　
●
食
糧
不
足
で
米
、
砂
糖
、
マ
ッ
チ
の
配
給
制
は

じ
ま
る
　
●
太
平
洋
戦
争
突
入

●
水
巻
農
業
会
を
設
立
　
●
日
炭
に
捕
虜
収
容
所
開
設
1

1
0
0
人
の
連
合
軍
捕
虜
受
け
入
れ
　
●
日
炭
第
二
竪
坑

完
成
　
●
日
炭
常
盤
坑
　
（
吉
田
）
　
開
坑

●
役
場
焼
失
　
●
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
　
●
日
炭
捕
虜

収
容
所
で
私
設
軍
事
裁
判
　
●
国
勢
調
査
人
口
2
万
0
4

9

2

人

●
2
代
目
町
長
大
貝
五
十
三
当
選
　
●
日
炭
高
松
労
働
組

合
結
成
　
●
農
地
改
革
実
施

●
水
巻
中
学
校
創
立
　
●
新
憲
法
施
行
　
●
地
方
自
治
法

制
定

●
水
巻
町
農
業
協
同
組
合
設
立

●
水
巻
町
信
用
組
合
設
立
　
●
水
巻
公
民
館
設
置

●
水
巻
町
警
察
署
設
置

●
町
制
施
行
1
0
周
年
　
●
役
場
庁
舎
新
築
　
●
若
松
市
営

バ
ス
乗
り
入
れ
　
●
目
炭
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
　
●
地
方
税
法

施
行
、
町
税
収
入
増
え
る
　
●
朝
鮮
戦
争
始
ま
る
　
●
日

米
安
保
条
約
成
立
　
●
町
報
み
ず
ま
き
創
刊
　
●
国
勢
調

査

人

口

3

万

1

3

8

6

人

●
日
炭
五
坑
　
（
大
君
）
　
開
坑

●
水
巻
町
教
育
委
員
会
発
足
　
●
町
立
水
巻
高
校
開
校

●
日
炭
経
営
陣
代
わ
る

●
頃
末
・
垣
涛
町
営
住
宅
建
設
開
始
　
●
遠
賀
川
大
洪
水

で
遠
賀
村
水
没
、
救
援
の
た
め
1
5
0
0
人
分
の
炊
き
出

し
を
す
る
。

●
遠
賀
信
用
金
庫
設
立
　
●
下
二
町
営
住
宅
建
設
開
始



〔

●
水
巻
町
警
察
署
廃
止

3
0
年
　
●
3
代
目
町
長
西
尾
司
当
選
　
●
町
民
会
館
落
成
　
●
猪

熊
小
学
校
創
立
　
●
遠
賀
川
大
橋
（
下
り
線
）
　
開
通
　
●

国
勢
調
査
人
口
3
万
2
2
4
5
人

3
1
年
　
●
樋
口
郵
便
局
開
局

3
2
年
　
●
樋
口
町
大
火
　
●
水
巻
南
中
学
校
創
立
　
●
二
町
営
住

宅
建
設
開
始
　
●
水
巻
町
国
民
健
康
保
険
事
業
開
始
　
●

第
一
回
農
民
票

3
3
年
　
●
公
民
館
結
婚
式
発
足
　
●
日
炭
に
ノ
ン
プ
ロ
野
球
部
結

成

3
4
年
　
●
町
立
第
1
保
育
園
開
設
　
（
定
員
7
0
人
）
　
●
国
民
年
金

法
施
行
　
●
目
炭
野
球
部
が
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場

●
東
京
大
相
撲
水
巻
場
所
開
催

3
5
年
　
●
町
制
2
0
周
年
　
●
猪
熊
町
営
住
宅
建
設
開
始
　
●
日
炭
、

毎
日
5
0
0
0
人
が
入
坑
、
1
3
0
0
ト
ン
を
採
掘
　
●
国

勢
調
査
人
口
3
万
4
9
2
7
人

3
6
年
　
●
国
鉄
水
巻
駅
開
業
　
（
上
・
下
各
9
本
）
　
●
新
国
道
3

号
線
開
通
　
●
日
炭
百
日
ス
ト
　
●
下
二
小
学
校
火
災

3
7
年
　
●
母
子
寮
開
設
　
●
町
水
道
事
業
開
始
　
●
北
九
州
五
市

合
併
問
題
で
ゆ
れ
る
　
●
水
巻
町
誌
発
行

3
8
年
　
●
遠
賀
保
健
所
設
置
　
（
頃
末
）
　
●
中
間
市
ほ
か
遠
賀
郡

四
ケ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
設
立
　
●
役
場
事
務
改
善

（
世
帯
番
号
制
導
入
）
　
●
県
道
水
巻
・
芦
屋
線
の
拡
幅

工
事
に
着
手
　
●
町
立
水
巻
高
校
閉
校

3
9
年
　
●
国
に
請
願
し
た
日
炭
の
採
掘
計
画
が
不
認
可
と
な
る

●
町
に
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
陳
情
活
動
を
行
う

●
頃
末
に
登
記
所
が
開
設
さ
れ
る
　
●
遠
賀
郡
農
業
協
同

組
合
発
足
　
●
市
営
バ
ス
猪
熊
乗
り
入
れ
　
（
折
尾
行
上
・

下
各
4
本
）

4
0
年
　
●
町
立
第
2
保
育
園
開
設
　
●
日
炭
問
題
で
政
府
と
国
会

の
調
査
団
来
町
　
●
水
巻
消
防
署
発
足
（
署
長
以
下
8
名
）

●
国
勢
調
査
人
口
3
万
0
9
3
5
人

4
1
年
　
●
日
炭
第
一
砿
業
所
閉
鎖
、
2
3
0
0
人
の
離
職
者
を
生

1＼・

ｌ



振り返れば50年
プレイバック・水巻町

む
　
●
鉱
産
税
半
減
　
（
約
1
0
0
0
万
円
）
　
●
曲
川
改

修
工
事
に
着
手

4
2
年
　
●
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
　
●
み
ず
ほ
団
地
建
設
開
始

●
吉
田
工
業
団
地
造
成
工
事
に
着
手
　
（
4
2
～
4
3
年
）

4
3
年
　
●
吉
田
団
地
建
設
開
始
（
4
3
～
4
9
年
／
町
営
住
宅
7
9
8

戸
）
　
●
芦
屋
町
ほ
か
三
ケ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
設
立

4
4
年
　
●
町
立
第
3
保
育
園
開
設

4
5
年
　
●
町
制
施
行
3
0
周
年
　
●
4
代
目
町
長
伊
藤
衛
門
当
選

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
　
●
過
疎
地
域
指
定
　
●
美
吉

野
団
地
造
成
は
じ
ま
る
　
（
2
2
8
戸
）
　
●
国
勢
調
査
人

口

2

万

6

9

7

7

人

4
6
年
　
●
日
炭
全
面
閉
山
　
●
遠
賀
郡
消
防
組
合
設
立
　
●
老
人

医
療
無
料
化
（
国
保
）

4
7
年
　
●
水
巻
町
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
決
定
（
第
一
次
）
　
●
猪
熊

工
業
団
地
造
成
　
●
水
巻
中
学
校
移
転
完
了
　
●
立
屋
敷
・

猪
熊
線
（
北
部
開
発
道
路
）
着
工

4
8
年
　
●
水
巻
町
土
地
開
発
公
社
設
立
　
●
勤
労
青
少
年
体
育
セ

ン
タ
ー
建
設
　
●
農
振
地
域
指
定

4
9
年
　
●
老
人
憩
い
の
家
（
え
ぶ
り
山
荘
）
建
設
　
●
高
松
団
地

建
設
開
始
（
4
9
～
5
6
年
／
町
営
住
宅
7
3
8
戸
）
　
●
都

市
計
画
用
途
地
域
決
定
　
●
下
二
小
学
校
を
吉
田
・
伊
左

座
小
学
校
に
分
離
新
設

5
0
年
　
●
梅
ノ
木
団
地
建
設
開
始
（
5
0
～
5
5
年
／
公
団
住
宅
1
1

3
6
戸
）
　
●
国
土
調
査
事
業
開
始
　
●
伊
左
座
小
学
校

完
成
　
●
遠
賀
川
橋
・
遠
賀
バ
イ
パ
ス
完
成
　
●
国
勢
調

査

人

口

2

万

4

3

7

7

人

5
1
年
　
●
都
市
計
画
道
路
決
定
　
●
吉
田
小
学
校
完
成
　
●
高
松

下
水
処
理
場
完
成
　
●
高
尾
団
地
造
成
開
始
　
（
5
1
～
5
3
年

／

2

4

7

戸

）

5
2
年
　
●
水
巻
南
中
学
校
新
築
移
転
　
●
鯉
口
団
地
建
設
開
始

（
5
2
～
5
4
年
／
町
営
住
宅
2
2
0
戸
）
　
●
野
間
・
い
わ

ぜ
町
住
建
設
開
始
（
5
2
～
5
4
年
／
4
0
戸
）
　
●
お
か
の

台
団
地
建
設
開
始
（
5
2
～
5
8
年
／
県
営
住
宅
7
3
0
戸
）

で



5
3
年

5
4
年

5
5
年

5
8
年

6
1
年

4 月から
多彩な催し
町 制 5 0周 年 記 念 事 業

ｍ 記 念 式 典

4 月15日（白）／中央公民館（予定）

町制功労者や町内最高齢者の表

彰・祝賀会など

■ スポーツイベン ト

●町民大運動会

5 月13日田レ′総合運動公園

●高校野球招待試合

5 月27日（目し／総合運動公園

招待チームは、棄筑 ・小倉 ・八

幡西 ・西日本短大付・福大大濠・

東海大五の6 チーム

車 文化イベント

●文化講演会

6 月（予定）／中央公民館

●野外コンサート

8 月（予定）／総合運動公園

■ そ　 の　 他

●喝勢要覧の発行 （4 月）

●ガイドブックの発行 （4 月）

●石炭物語の発刊 （4 月）

6
2
年

●
猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
　
●
サ
ニ
ー
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造

成
開
始
　
（
5
2
～
5
3
年
／
1
0
2
戸
）

●
町
立
第
2
保
育
園
新
築
移
転
　
●
立
屋
敷
の
大
銀
杏
が

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

●
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設
　
●
遠
賀
中
間
広
域

行
政
事
務
組
合
発
足
　
●
町
財
政
の
再
建
に
取
り
組
む

●
町
制
4
0
周
年
　
●
遠
賀
川
河
口
堰
完
成
　
●
吉
田
グ
ラ

ウ
ン
ド
完
成
　
●
国
勢
調
査
人
口
2
万
7
1
9
6
人

●
改
良
住
宅
建
設
完
了
（
吉
田
エ
ロ
同
松
・
鯉
口
1
7
5
6
戸
）

●
町
民
体
育
館
完
成
　
●
古
賀
団
地
完
成
　
（
8
0
戸
）
　
●

遠
賀
保
健
所
が
吉
田
に
移
転
　
●
御
敏
大
橋
完
成
　
●
各

小
学
校
で
過
一
回
の
米
飯
給
食
開
始

●
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
営
業
開
始
　
●
老
人
保
健
法
施
行
、

成
人
病
検
診
の
内
容
充
実

●
駅
前
駐
輪
場
完
成
　
●
武
道
館
完
成

●
役
場
庁
舎
完
成
　
●
住
民
記
録
の
電
算
業
務
開
始
　
●

水
巻
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
施
設
完
成
　
●
行
政
改
革
推
進
委

員
会
発
足
　
●
宮
尾
台
造
成
開
始
　
（
3
0
4
戸
）
　
●
第

1
回
健
康
ま
つ
り
　
●
国
勢
調
査
人
口
3
万
0
0
6
2
人

●
中
央
公
民
館
完
成
　
●
水
巻
町
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
決
定

（
第
2
次
）
　
●
町
民
の
こ
と
ば
決
定
　
●
町
の
木
「
い

ち
ょ
う
」
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
決
定
　
●
水
巻
町
文
化

連
盟
結
成
　
（
6
8
グ
ル
ー
プ
）
　
●
老
人
ホ
ー
ム
松
快
苑
開

設
　
●
水
巻
苦
ば
な
し
発
行
　
●
水
巻
町
行
政
改
革
答
申

が
出
る
　
●
水
巻
町
商
工
会
館
新
築
移
転

●
遠
賀
川
河
川
敷
公
園
の
整
備
開
始
　
●
第
1
回
町
民
大

運
動
会
　
●
水
巻
中
央
二
ユ
ー
タ
ウ
、
ノ
造
成
開
始
　
（
6
2
～

6
3
年
／
1
6
9
戸
）
　
●
第
1
回
福
祉
ま
つ
り

●
－
Ｒ
東
水
巻
駅
開
業
　
●
古
賀
配
水
池
完
成

2
年

●
総
合
運
動
公
園
建
設
開
始
　
●
二
団
地
建
設
開
始
（
1

～
3
年
／
町
営
住
宅
1
3
4
戸
建
設
予
定
）

●
町
制
5
0
周
年
　
●
第
1
保
育
所
新
築
移
転

「



若いもんには
負けられないぞ

遠賀郡各町対抗駅伝大会

1月21日、郡内各町対抗の駅伝

大会が遠賀町総合運動公園の外周
コースで行われました。

水巻からは、小学生11チーム、

中学生8チーム、一般1チームが
参加。一般の部で久々の優勝を飾
るなど、たった一本のタスキがさ

まざまな感動を生みました。主な
レース結果は次のとおりです。

●小学女子　準優勝　頃宋水泳Ａ
●中学男子　準優勝　水巻南中Ａ
●中学女子　優　勝　水巻南中Ａ

3　位　水巻申
●一般の部　優　勝
●区間賞　レ小学女子＝近藤多加
子（机水泳）♭中学男子＝前田顧
太郎・和田亘市・藤永和隆（水巻
南中）レ中学女子＝天川裕子・天
川靖子・吉野裕美・村上恵理子（
水巻南中）高瀬奈津子（水巻中）
レ一般＝片山直美・長田穣二

1月20日中央公民館で、久留米
市に住むフォークシンガーむかい

治英さんを招いて、「ふれあいコ
ンサ【ト」が開かれました。

このコンサートは、水巻町身障

懇話会が、障害福祉の一環として
企画したもので、ともしぴの会会

員による手話の同時通訳もありま
した。

脳血栓でねたきりになったお母
さんのことなど、心温まる話を交
えながら、「思いやり」「やさし

さ」をテーマに歌うむかいさん。
しゃべり方は武田鉄也のように方

言丸出し。歌う声はさだまきしの
ように、やさしく、透き通った声。
まるで二人のコンサートを同時に

聞いたような気分になりました。

やさしさが
ジーンときたね
ふれあいコンサート

町内の剣豪
40人が熱戦

水巻町剣道選手権大会

「メーン」気合のはいった声が会

場に響きます。1月28日、武道館

では町内から中学生以上の剣豪約

40人が参加して、10回目の水巻町

剣道選手権大会が開かれました。

熱戦の結果は次のとおりです。

●中学生の部

①中川聡史　⑧野添芳生

●高校生の部

①惑林孝幸

●三段以下・40歳未満の部

①竹下伸俊　⑧工藤寛之

●四段以上・40歳未満の部

①辰己徹彦　⑧癖杯事善

●四段以上・40歳以上の部

①田中照人　⑧垣花英治郎

まなみ

上原愛美ちゃん
元年2月1日生まれ

（鼻）さんの長女

は
じ
め
ま
し
て
、
ま
な
み
で
す
。

毎
日
、
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て

家
族
を
こ
ま
ら
せ
て
、

楽
し
ん
で
い
ま
あ
－
す
。

（
頃
末
二
一
八
八
1
一
二
〇
）

0
0
◎
卓
ふ
〓
ア
◎
0
人
こ
Ｙ
母
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

江崎貴子ちゃん
元年2月26日生まれ

（農）さんの長女

我
家
の
王
女
様
は
、
母
乳
を
夜
中
4

回
も
飲
み
ま
す
。
お
魚
が
好
き
で
、

と
う
ふ
が
キ
ラ
イ
で
す
。
お
し
ゃ
べ

り
好
き
で
、
よ
く
一
人
言
を
言
っ
て

遊
ん
で
い
ま
す
。
パ
パ
の
肩
く
る
ま

が
大
好
き
な
貴
子
ち
ゃ
ん
で
す
。

（
お
か
の
台
2
－
1
0
2
）



冬の海でづ等ル寒げいこ
エイッ！ヤーツ！1月28日、若松区の岩屋海岸で寒げい

こをしているのは、水巻町空手道スポーツ少年団のみなさ

んです。

団員たちは約1キロのマラソンをしたあと、浜辺で突き

の練習をして体を温め、上半身裸になって冬の海に入りま

した。見物に来た両親たちは、プルブルふるえながら、浜

辺でたき火を囲んでいます。

団員は小・中学生の約20人。円陣を組み、腰まで海に潰

って、エイッ、ヤーツと約10分間、突きの練習をしたり、

水をかけ合ったりしました。年男ということで、みんなか

ら水をかけられた米光高弘君（伊左座小・6年）は、「寒

い、寒い、もうイヤッ」と、たき火へ向かって一目散。

見事な小隊訓練を披露

「かしら右」…写真は水巻町消防団が披露した小隊訓練

の－コマです。1月14日、水巻南中学校グラウンドで遠賀
郡四町の消防合同出初式がありました。

会場には360人のファイヤーマンが勢ぞろい。力強い分

列行進やポンプ車操法、小隊訓練などを披露した後、表彰
式が行われました。水巻町の受賞者は次のとおりです。

（敬称略）

●消防庁長官表彰・功労章＝宮川静雄　●日本消防協会長

表彰・精横章ここ安永仙之助　●県知事感謝状＝松本大次郎
●県消防協会長表彰・永年勤続　（25年）＝入江雅人　（20

年）＝坂口健治・増田博己・上田信幸（15年）＝臼井秀雄

・清水寛（10年）＝木下芳治　（優良団員）＝垣内耕一郎
・経塚慶次・瓜生孝善・砥綿詩朗

介護のトラの巷ができました

特別養護老人ホーム「水巻松快苑」のみなさんが、お年

寄りの介護の方法をまとめた冊子をつくりました。

この冊子は、寮母、栄養士、看護婦それぞれが知恵を出

し合って、数か月がかりでまとめたもの。床ずれ防止やお

むつ交換、リハビリの仕方などがイラスト入りで詳しく説

明してあります。

「失敗の繰り返しでしたが、やっとできました。ねたき

りのお年寄りを抱える家庭に利用してもらいたいですね」

と、出来あがりに満足しているのはイラストを担当した角

田桂子（寮母）さん。冊子1，000部は1月に完成。苑では

今後、えぶり山荘や婦人会で「介護講習会」を開いて、無

料で配布する予定です。

成人式はまるで同窓会

1月15日は成人の日。中央公民館で開かれた成人式には

282人が参加しました。出席率は72パーセントです。

「久し振りね－」「どうしょったと？」－会場の入口

はまるで同窓会を思わせるような雰囲気でワイワィ、ガヤ

ガヤ。とうとう式の始まりは15分遅れてしまいました。

式典では、来賓のあいさつに続いて平井文枝さん（猪熊）

が、「責任と自覚を持って、社会の発展に協力します。」と

答辞。そのあと恩師を囲んで、昔話に花を咲かせました。
はかま

今年は、羽織・袴の男性が多かったのが印象的でした。

それにしても女性の着物姿はいつ見てもいいものですね。



健康づくりシリーズ㊥

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
健
康
」
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
遠
賀
保
健
所
の
石
井
佐
登
子
保
健
婦
に
「
子
育
て
」
に
つ
い

て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

育
児
で
忙
し
い
お
母
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
手
を
休
め
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

子
育
て
ま
っ
最
中
の

あ
な
た
に
…

泣
き
声
、
笑
い
声
、
歌
う
声
、
親
の

怒
鳴
り
声
、
走
る
足
音
、
オ
モ
チ
ャ
の

落
ち
る
音
…
…
と
に
か
く
三
人
子
供
が

い
れ
ば
、
静
か
な
時
と
い
う
の
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
静
か
な
の
は
、
お
菓

子
を
食
べ
て
い
る
と
き
く
ら
い
で
す
。

で
も
あ
と
十
年
も
た
つ
と
、
子
供
は

成
長
し
、
こ
の
忙
し
く
て
、
う
る
さ
い

時
期
が
懐
か
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。本

当
に
そ
ん
な
時
期
が
く
る
で
し
ょ

う
か
9
　
日
分
の
自
由
な
時
間
が
ち
っ

と
も
と
れ
な
い
毎
日
。
バ
ー
ゲ
ン
の
チ

ラ
シ
を
見
て
も
身
軽
に
さ
っ
と
動
け
な

い
、
お
し
ゃ
れ
を
す
る
心
の
余
裕
も
な

い
、
本
を
ゆ
っ
く
り
読
む
暇
も
な
い
、

な
い
な
い
づ
く
し
の
子
育
て
の
期
間
。

独
身
の
と
き
は
持
て
余
す
程
に
た
っ
ぷ

り
と
あ
っ
た
自
由
な
時
間
な
の
に
…
。

乳
児
相
談
の
と
き
に
、
笑
顔
の
少
な

い
お
母
さ
ん
に
出
会
っ
た
と
き
、
こ
ん

な
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
っ
て
、
ふ
と
思
い
ま
す
。
実

際
、
私
も
同
じ
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
か
ら
。

結
婚
す
る
前
や
妊
娠
中
に
想
像
し
て

い
た
の
と
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
く
て
、
と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
で
す

も
の
ね
。

と
も
楽
し
い
育
児
に
は
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
ね
。

適
当
に
手
を
抜
く
、
が
さ
つ
に
、
ず

ぼ
ら
に
、
そ
し
て
ぐ
う
た
ら
に
、
こ
の

く
ら
い
の
心
構
え
が
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
い
な
が
ら
も
私

だ
っ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
落
ち
込

ん
だ
り
よ
く
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ど
ん
な
風
に
声
を
か

け
て
あ
げ
る
の
が
一
番
嬉
し
く
思
う
の

で
し
ょ
う
か
？

私
が
子
育
て
し
て
い
て
思
う
の
は
、

何
が
一
番
大
切
か
と
い
う
と
「
楽
し
い

／
お
も
し
ろ
い
／
」
と
感
じ
る
心
だ
と

思
う
ん
で
す
。
い
く
ら
お
っ
ぱ
い
を
飲

ん
だ
か
、
体
重
は
ど
れ
だ
け
増
え
た
か
、

発
達
は
標
準
通
り
に
い
っ
て
い
る
か
…

…
。
こ
ん
な
こ
と
を
こ
と
細
か
に
悩
ん

だ
り
気
に
し
た
り
し
て
い
る
と
、
ち
っ

そ
ん
な
と
き
、
私
は
い
つ
も
こ
う
つ

ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。
「
も
う
／
子
供

な
ん
て
大
嫌
い
。
」
こ
れ
を
三
回
く
ら

い
と
な
え
る
と
、
少
し
心
が
落
ち
着
い

て
、
最
後
は
「
仕
方
が
な
い
。
自
分
で

産
ん
だ
子
供
だ
も
の
、
私
が
育
て
な
い

と
だ
れ
も
し
て
く
れ
ん
も
ん
ね
。
」
と

い
う
境
地
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

苦
い
お
母
さ
ん
た
ち
、
み
な
さ
ん
も

そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ
た
呪
文
を
み
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
′



衆議院の解散による総選挙が、2月3

日に公示されました。投票日は2月18日

伯）です。

今回の選挙は、激変する国際情勢の中

で、90年代の日本の進路を占うものです。

大切な一票を投じましょう。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
4
5
年
2
月
1
9
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
元
年
1
1
月
2
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

1
月
卯
月
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場
券

が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
投
票
日
に
「
印

か
ん
」
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

試Ｅ捌 已看喜書喜転1○○書書け損○○■ＳＳＳ■凱ｉ－ ＯＳＳＳＳ■巴

；如 膿票率・．勝 疎水学務※・；＿
額 車

立屍骸辛援軍瑳辛や孝埠摺極上
三三三密住、下羊 ′下二噌住言
木元興産、標柱撃、．二面鰍 ＿

凍2 痩幾帝 ネオ凍 溝凍 こ毒穏車上青む三言細矧敷地笑

第3 線秦所．．、
郵翻韓錦上 吉田三、美吉野団地、鯉口団地
′．福祉センター 鯉口分譲画地

第ヰ投票所
中央公民館 －、り牒末南・、頃末光、机、高尾団地

．‾譲議＿窯元 三社題意

組頭痍錬 親 友碗海溝 ．
．古窓鴻醸紅牒擁画地泉
・轟ノ塞団地乱．酋鞍団地

．亨幾ら鍔 所 水巻町民体育鹿 高松薗鰍 おかの車 ．

幾7 線麗痍 猪熊小学枚講堂、即 、儲熊－、・．牒詩境隼 …

【
投
票
の
方
法
】

投
票
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
と
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
二
種

類
で
す
。

●
衆
議
院
議
員
の
投
票
　
投
票
用
紙
に

は
、
あ
な
た
の
選
び
た
い
候
補
者
の
名

前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
候
補
者
の
名

前
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
裁
判
官
の
国
民
審
査
　
や
め
さ
せ
た

い
と
思
う
人
に
×
印
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

【
代
理
投
票
・
点
字
投
票
】

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
を
、

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

院
中
の
人
は
、
そ
の
病
院
で
投
票
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
の
期
間
】

●
衆
議
院
議
員
選
挙

か
ら
2
月
1
7
日
（
土
）

●
裁
判
官
国
民
審
査

か
ら
2
月
1
7
日
（
土
）

2
月
3
日
（
土
）

ま
で
。

2
月
1
0
日
（
土
）

ま
で
。

い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
「
印
か
ん
」
を
持
っ
て

役
場
一
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
指
定
病
院
に
入

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



国
民
年
金
が

変
わ
り
ま
し
た
。

●隼卿弓、登が

●隼6紗、

●酵魯動物画イド

●尊卑の帥九

年
金
額
が
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

●
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
保
年
金
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ら
れ
た
年
金
と
、
そ
の
差
額
は
2
月
に

ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
平
成
元
年

4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
改
正
後
の
年
金
額
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

年
金
の
支
払
い
は

年
6
回
に
な
り
ま
す

今
年
2
月
か
ら
、
す
べ
て
の
年
金
が

年
6
回
に
分
け
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
老
齢
福
祉
年
金
は
除

き
ま
す
）
。
支
払
日
は
、
4
月
以
降
1
5

日
に
な
り
ま
す
。
1
5
日
が
日
曜
日
の
場

合
は
1
6
日
に
、
1
5
日
が
土
曜
日
の
場
合

は
1
7
日
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

者
物
価
上
昇
率
が
5
％
を
超
え
て
い
る

と
き
に
、
年
金
額
が
自
動
的
に
ス
ラ
イ

ド
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
（
た
だ
し
、

昭
和
5
8
年
以
外
は
5
％
未
満
で
も
特
例

的
に
ス
ラ
イ
ド
し
ま
し
た
。
）

平
成
2
年
4
月
か
ら
は
、
5
％
未
満

で
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
年
金
額
も
自

動
的
に
引
き
上
げ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

●
マ
ル
チ
商
法

友
人
か
ら
「
人
を
加
入
さ
せ
る
だ
け

で
一
か
月
に
7
、
8
万
円
も
う
か
る
組

織
に
加
入
し
な
い
？
・
加
入
の
条
件
は

健
康
食
晶
を
2
8
万
円
買
う
だ
け
よ
」
と

勧
め
ら
れ
た
。
も
う
け
で
簡
単
に
返
済

で
き
る
と
思
っ
て
、
サ
ラ
金
で
金
を
借

り
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

●

∧
ア
ド
バ
イ
ス
∨
自
分
が
商
品
を
買
っ

て
販
売
組
織
に
加
入
し
、
さ
ら
に
同
じ

よ
う
に
人
を
組
織
に
入
れ
て
収
入
を
得

る
。
こ
う
い
う
手
口
を
マ
ル
チ
商
法
と

い
い
ま
す
が
、
最
近
と
く
に
若
い
人
の

被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
人
を
次
々

と
入
会
さ
せ
て
金
を
も
う
け
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
限
り
が
あ
っ

て
不
可
能
で
す
。

●年金の支払月

ナ，ナ 既
．．2 月： 12 ・1 日分

4 一義 、2 ・3 線分

6 月 4 ・5 日 分

8 月 6 ・7 日分

相月 8 ・9 日分

．、綾錦 10 ｔｌ1日分

4
月
か
ら
の
保
険
料
は

月

額

8

4

0

0

円

年
金
額
の
引
き
上
げ
に
見
合
っ
て
、

保
険
料
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在

月
額
八
千
円
の
保
険
料
は
、
今
年
4
月

か
ら
八
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

「誘惑」に
ご用心

ヤングを狙う悪質商法

●問い合わせは役場産業課へ

こ
の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
6
3
年
の
物

価
上
昇
や
、
給
付
水
準
の
見
直
し
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
引
き
上
げ

物
価
上
昇
が
5
％
未
満
で
も

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

2
0
歳
以
上
の
学
生
も

平
成
3
年
4
月
か
ら
加
入

い
ま
ま
で
の
年
金
は
、
前
年
の
消
費

今
ま
で
は
、
2
0
歳
以
上
の
昼
間
部
の

大
学
生
な
ど
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

●
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た

電
話
で
「
テ
レ
ビ
局
が
選
ん
だ
細
入

に
、
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
」
と
言

わ
れ
て
ホ
テ
ル
に
呼
び
出
さ
れ
た
。

「
会
員
に
な
れ
ば
海
外
旅
行
に
安
く
行

．．ヂ頭采
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は
任
意
で
し
た
が
、
平
成
3
年
4
月
か

ら
は
全
員
加
入
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
任
意
加
入
を
し
て
い
な
い

学
生
な
ど
に
二
つ
の
問
題
が
生
じ
る
た

め
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、
学
生
が
事
故

や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
、
初
診

の
日
が
2
0
歳
未
満
の
人
に
対
し
て
は
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
加
入
年
齢
で
あ
る
2
0
歳
以
上
の
人
は

任
意
加
入
し
て
い
な
い
限
り
障
害
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
。
二
つ
め

は
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
て
も
、
6
0
歳
に
な
る
ま
で
に

加
入
期
間
が
4
0
年
に
な
ら
な
い
た
め
、

年
金
が
満
額
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
で

上
乗
せ
年
金
も
可
能
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
第
2
号
被
保
険
者
）

に
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て

厚
生
年
金
な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、
自
営

業
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）
に
も
上

乗
せ
年
金
と
い
う
こ
と
で
、
国
民
年
金

へ

基
金
が
あ
り
ま
し
た
が
、
設
立
の
条
件

が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
設
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
都
道

府
県
ご
と
の
地
域
型
基
金
が
新
た
に
創

設
（
加
入
員
千
人
以
上
）
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
同
じ
職
業
に
従
事
す
る

人
で
構
成
す
る
職
能
型
基
金
も
、
条
件

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
（
加
入
員
三
千
人

以
上
）
、
設
立
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
掛
金
に
つ
い
て
も
、
所

得
税
法
上
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
る
予
定
で
す
。

け
る
し
、
事
も
安
く
買
え
る
」
と
言
わ

れ
て
、
会
員
に
な
る
た
め
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

●

∧
ア
ド
バ
イ
ス
＞
電
話
や
は
が
き
で
喫

茶
店
や
ホ
テ
ル
に
呼
び
出
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
付
き
の
会
員
券
と
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
（
各
種
教
材
が
多
い
）
を
セ
ッ

ト
に
し
て
売
り
つ
け
る
商
法
で
す
。

勧
誘
時
に
は
「
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
」
の

こ
と
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。
会
員
券
の
特

も
疑
問
で
す
。

と　き　　2月16日ト3月15日

とこち　　役場101会議室

受付時間　午前9時から午後4時まで

住民税と国民健康保険税の申告時期がやってき
ました。

役場では、次の日程で申告と納税相談を受け付
けることにしました。該当する日に合わせてお

いでください。

′農業所得のある人

′譲渡所得のある人
●土地や建物を売った人は、2月23日

または3月7日においでください。

（税務署から通知があります）

′申告をしなければならない人

住民税・国民健康保険税の申告をし

なければならない人は次のとおりです。

（所得税の確定申告をした人は、住民

税の申告は必要ありません。）

●自営業の人　ｅ農業の人

◎タト交員や集金員などの自由業の人

⑳家賃などの不動産収入のある人

⑩大工や左官業の人

ｅ日雇など、日給で働いている人

命年金や恩給を受けている人

ｅ給与所得者で住民税を天引きされて

ない人や、給与以外の所得があった

人

′申告に必要な書類
●平成元年中の収入・所得のわかる資料

ィ．年金、恩給の支払通知書

ロ．源泉徴収票　八．給与明細書

二．収入の内容がわかる帳簿など

⑳国民健康保険税の納税証明書

役場納税係（む番窓口で交付します。

◎国民年金支払証明書

役場国保年金係（9番窓口で交付しま

す。

⑳生命保険料支払証明書

ｅ印鑑

ｅ銀行または農協の通帳口座番号

（所得税の還付や支払用です。）

′問い合わせ
役場課税係

か201局4321番（内縁111～113）



新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
成
人
式
の
記

念
品
は
受
け
と
り
ま
し
た
か
？

都
合
で
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
人
に
も
記
念
品
を
差
し
あ
げ
て
い
ま

す
。
案
内
状
を
持
っ
て
、
2
月
2
8
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
受
け
取
り
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
芦
屋
町
に
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
ま
つ
か
ぜ
荘
」
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
人
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
開
設
予
定
　
平
成
2
年
5
月

●
入
所
で
き
る
人
　
お
お
む
ね
6
5
歳
以

上
の
人
で
、
身
体
や
精
神
に
著
し
い

障
害
が
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
が
必

要
な
人

●
申
し
込
み
　
役
場
老
人
児
童
係

4
月
1
日
か
ら
、
県
税
な
ど
の
事
務

を
行
っ
て
い
る
財
務
事
務
所
が
、
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

●
名
称
の
変
更
　
「
財
務
事
務
所
」
の

名
称
が
「
県
税
事
務
所
」
に
変
わ
り

ま
す
。

●
支
所
の
廃
止
　
県
内
8
か
所
の
財
務

事
務
所
の
支
所
（
宗
像
・
糸
島
・
遠

賀
・
朝
倉
・
浮
羽
・
山
門
・
三
瀬
・

築
上
）
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ

っ
て
「
県
税
相
談
窓
口
」
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

●
車
検
場
で
納
税
証
明
書
発
行
　
支
所

の
廃
止
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
を

図
る
た
め
、
県
内
4
か
所
の
車
検
場

構
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
県
税
窓
口

で
も
、
車
検
用
の
納
税
証
明
書
が
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
県
庁
税

務

課

へ

。

蟹

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

。

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
県
の

仕
事
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
お

聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
で
、
県
政
に
関
心
が
あ
る
人
。

（
常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
）

●
任
　
期
　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

●
申
込
期
間
　
2
月
2
8
日
ま
で

●
応
募
方
法
　
応
募
は
が
き
は
役
場
庶

務
係
に
備
え
て
い
ま
す
。
「
県
政
に

関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
記
入
の
上
、

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号
　
福
岡
県
総
務
部
広
報
課
「
県
政

モ

ニ

タ

ー

係

」

魯

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

（

内

）

2

3

8

5

建
設
王
事
の

入
札
参
加
者
は

4
月
2
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

平
成
二
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
の
、
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
受
け
付
け
を
、
次
の
要
領
で
行
い

ま
た
、
平
成
元
年
度
に
申
請
し

す
。

◆
更
新
手
続
の
提
出
書
類

平
成
元
年
度
・
二
年
度
の
建
設
工

事
入
札
参
加
登
録
業
者
は
、
次
の
書

健
康
対
策
課
で
は
、
臨
時
職
員
と
し

て
働
い
て
い
た
だ
く
保
健
婦
さ
ん
と
看

護
婦
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
履
歴
書
一
部
（
市
販
の
も

の
）
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
資
　
格
　
保
健
婦
、
正
看
護
婦
の
免

許
を
持
っ
て
い
る
人

●
仕
事
の
内
容
　
検
診
の
手
伝
・
事
務

●
申
し
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係

録
さ
れ
て
い
る
業
者
の
更
新
手
続
き
も

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
4
月
2
日
か
ら
4
月
1
3

日
ま
で
Ｃ
日
曜
日
は
除
く
〕

必
要
で
す
。

●
受
付
時
間

《
平
　
日
》

《
土
曜
日
》
　
8
時
測
分
～
正
午

⑧
納
税
証
明
書
Ｃ
町
税
に
つ
い
て
）

⑨
業
者
カ
ー
ド
Ｃ
町
指
定
＝
百
円
、

蓑
の
本
・
支
店
の
地
図
は
市
販
の

地
図
に
記
入
し
、
誅
付
す
る
こ
と
Ｕ

◆
問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
管
財
係

場
所

財
政
課
管
財
係
（
二
階
）

●
申
請
で
き
る
拳
者

建
設
工
事
の
う
ち
、
建
築
・
土
木

舗
装
・
菅
・
水
道
施
設
の
請
負
業
者

で
、
町
内
に
本
社
ま
た
は
支
店
（
資

本
金
十
億
円
以
上
の
会
社
は
営
業
所

出
張
所
）
の
登
記
を
し
て
い
る
法
人
。

個
人
業
者
は
、
代
表
者
が
水
巻
町
民

で
あ
る
こ
と
な
ど
。

●
新
規
業
者
の
提
出
書
類

①
申
請
の
様
式
は
、
建
設
省
の
統
一

様
式
と
町
独
自
の
業
者
カ
ー
ド
。

⑧
提
出
要
領
と
業
者
カ
ー
ド
（
百
円
）

は
、
三
月
一
日
か
ら
お
渡
し
し
ま

預
か
り
業
者
の

切
り
替
え
を
行
い
ま
す

造
画
業

町
の
登
録
要
件
に
該
当
し
な
い
で
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
預
か
っ

て
い
る
業
者
の
切
り
替
え
を
、
次
の
要

事
で
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
4
月
2
日
か
ら
4
月
1
3

日
ま
で
（
日
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
時
間

《
平
　
日
》

《
土
曜
日
》

8
時
3
0
分
～
1
7
時

8
時
3
0
分
～
正
午



福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、
外
国
人
を

一
般
家
庭
に
受
け
入
れ
る
「
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
登
録
制
度
」

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
外
国
人
が
数
日

間
（
一
週
間
以
内
）
家
庭
に
滞
在
し
て
、

親
善
交
流
を
深
め
る
も
の
で
、
費
用
は

受
け
入
れ
家
庭
の
負
担
で
す
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
外
国
人
が
三

時
間
く
ら
い
家
庭
を
訪
問
す
る
も
の
で

す
。
受
け
入
れ
家
庭
で
は
接
待
と
し
て

お
茶
を
出
す
程
度
で
す
が
、
こ
の
費
用

は
受
け
入
れ
た
家
庭
の
負
担
に
な
り
ま

す
。セ

ン
タ
ー
で
は
現
在
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
家

庭
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
国

際
親
善
に
一
役
買
い
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
　
財
団
法
人
福
岡
県
国

「

際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
南
一
丁
目
3
番
1
号

日
本
生
命
博
多
南
ビ
ル
0
0
階

魯

（

0

9

2

）

4

5

1

局

4

4

1

1

番

係

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
の

平
成
二
年
度
の
乗
車
券
引
換
証
の
交

付
請
求
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
2
月
1
0
日
～
2
月
2
0
日

●
受
付
場
所
　
役
場
社
会
課
民
生
係

●
持
っ
て
来
る
物
　
戦
傷
病
者
手
帳

印
か
ん

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
人
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
場
合
は
、
教
育
費
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人
　
①
生
活
保
護
法
に

よ
る
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
人

⑧
生
活
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
要
保

護
者
と
同
程
度
に
因
窮
し
て
い
る
人

③
特
に
補
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

●
申
請
書
受
付

在

校

生

…

…

2

月

1

日

～

3

月

3

1

日

新

一

年

生

…

2

月

1

日

～

4

月

2

0

日

●
問
い
合
わ
せ
　
申
請
手
続
き
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

㌻

●
受
付
場
所

財
政
課
管
財
係
（
二
階
）

●
預
か
り
業
者
と
は

①
建
設
工
事
の
五
業
種
Ｃ
建
築
・
土

木
・
舗
装
・
管
・
水
道
施
設
）
以
外

の
業
者
。

⑧
五
業
種
の
業
者
で
水
巻
町
内
に
本

支
店
の
登
記
を
し
て
い
な
い
法
人
、

代
表
者
が
水
巻
町
民
で
な
い
個
人
。

⑧
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
。

●
振
出
要
領
の
配
布

①
申
請
の
様
式
は
、
建
設
省
の
統
一

様
式
と
町
独
自
の
業
者
カ
ー
ド
。

⑧
提
出
要
嶺
と
業
者
カ
ー
ド
　
（
百

円
）
の
請
求
は
、
郵
便
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
、
県
内
の
公
立
高
校
の
定

時
制
課
程
と
通
信
制
課
程
で
は
、
生
徒

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
定
時
制
の
願
書
受
付
　
2
月
1
6
日
か

ら
2
月
2
3
日
正
午
ま
で

●
通
信
制
の
願
書
受
付
　
3
月
2
6
日
か

ら
4
月
4
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
一
部
高
校
教
育
課
　
魯
（
0
9
2
）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

　

内

線

5

1

1
5

県
で
は
、
宅
地
や
建
物
の
取
り
引
き

に
つ
い
て
の
紛
争
や
苦
情
な
ど
を
解
決

す
る
た
め
に
、
移
動
無
料
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
程
と
場
所

2
月
2
1
日
　
黒
崎
そ
ご
う

2
月
2
6
日
　
直
方
市
民
会
館

2
月
㌘
日
　
飯
塚
市
役
所

●
相
談
担
当
者
　
弁
護
士
・
税
理
士
・

不
動
産
相
談
員
な
ど

●
基
地
の
名
称
・
所
在
地
　
直
方
市
下

墳
墓
地
（
直
方
市
下
墳
3
1
1
4
）

●
無
縁
墳
墓
の
数
　
不
明

●
改
葬
理
由
　
道
路
改
良
工
事
の
た
め

●
改
葬
先
　
直
方
市
下
墳
　
光
福
寺

●
届
出
期
限
　
3
月
3
0
日

●
属
出
先
　
直
方
市
役
所
建
設
部
土
木

課
同
和
事
業
係
　
魯
（
0
9
4
9
2
）

5

局

2

1

9

5

番

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

（
農
業
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
）

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
三
　
　
故
・
中
岡
　
貞
男
様

中
岡
　
妙
信
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
志
村
ス
ガ
子
様

志
村
一
郎
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
早
川
ハ
ル
エ
様

早
川
　
守
男
様

●
猪
熊
　
　
故
・
坂
本
　
義
人
様

坂
本
　
主
計
様

●
高
松
団
地
　
故
・
冨
田
　
義
則
様

冨
田
シ
ズ
コ
様

●
お
か
の
台
　
故
・
松
岡
　
ス
ヱ
様

松
岡
　
　
豊
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
馬
場
　
光
雄
様

馬
場
　
　
緑
様

●
中
間
市
岩
瀬
故
・
松
崎
　
為
郎
様

松
崎
テ
ル
子
様

●
み
ず
ほ
　
　
故
・
猪
子
　
静
江
様

上
田
　
浩
司
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
局
　
　
フ
ジ
様

局
　
　
清
美
様

物
品
寄
付
と
し
て

●
猪
熊
　
坂
本
　
主
計
様（

電
動
ベ
ッ
ド
）



柴
田
貞
∵
走

愁
風
古
賀
古
城
（
三
）

「
若
松
中
川
岸
の
決
戦
」

古
賀
古
城
に
関
係
の
あ
る
歴
史
で
最
も
古
い
の

は
、
「
九
州
軍
記
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
カ
ッ
コ
内
筆
者
注
）

ひ

の

と

う

永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
丁
卯
、
筑
前
国
花
尾
の

城
、
攻
め
落
と
さ
れ
、
麻
生
筑
前
守
弘
信
、
そ
の

こ
う
ず
け
の
す
け

子
上
野
介
輿
家
と
も
に
討
た
れ
、
同
国
吉
木
の
麻

お

も

は

る

　

　

お

書

生
近
江
守
興
春
が
子
興
次
郎
元
貞
、
花
尾
の
城
主

に
な
り
か
わ
り
、
山
鹿
、
津
田
（
有
毛
村
か
）
、

て

古
賀
、
苦
木
の
四
か
城
を
掌
に
握
る
。

て
ん
ま
つ

こ
の
顛
末
は
「
九
州
軍
記
」
な
ど
に
よ
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。
弘
信
の
父
弘
家
は
花
尾
城
に
お
い

み

ま

も

て
御
牧
郡
（
旧
遠
賀
郡
）
を
支
配
し
て
い
た
が
、
つ

ね
に
山
口
に
あ
っ
て
大
内
義
弘
に
仕
え
、
国
へ
帰
る

の
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
弘
家
は
家
督
を
長
子

家
信
に
譲
り
、
山
口
に
お
い
て
は
妾
腹
の
子
弘
信
を

た
か
ひ
ろ

義
弘
の
子
教
弘
の
近
習
に
し
て
、
親
子
で
大
内
家
に

仕
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
父
弘
家
が
死
ぬ
と
教
弘

は
、
花
尾
城
主
に
弟
の
弘
信
を
任
命
し
た
の
で
、
怒

っ
た
の
は
兄
の
家
信
で
あ
る
。
「
大
内
家
と
は
い
え
、

そ
ん
な
無
法
が
通
っ
て
た
ま
る
か
」
と
、
寛
正
四
年

（
一
四
六
三
）
夏
、
花
鳥
城
で
兵
を
挙
げ
た
。
こ
れ

に
対
し
教
弘
は
約
一
万
の
兵
を
も
っ
て
花
尾
城
を
攻

め
た
け
れ
ど
も
、
城
が
堅
固
で
あ
る
う
え
城
内
が
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
の
で
、
三
年
た
っ
て
も
落
城
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
教
弘
は
岡
千
町
（
今
の
岡
垣
、

遠
賀
両
町
）
を
家
信
に
与
え
て
吉
木
岡
ノ
城
へ
引
退

す
る
条
件
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
家
信
も
折
れ
て
よ
う

や
く
弘
信
は
花
尾
城
へ
入
城
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
引
退
し
た
家
信
の
子
が
輿
春
で
、
そ
の
子
に

の
子
興
家
が
花
屋
城
を
打
っ
て
出
て
、
二
島
に
お
い

て
合
戦
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
興
次
郎
は
無
勢
で
あ

る
う
え
不
意
を
つ
か
れ
た
の
で
、
陣
容
を
た
て
直
す

ひ
ま
が
な
く
、
追
わ
れ
追
わ
れ
て
若
松
の
渡
し
口
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
。
残
る
は
総
勢
五
十
人
ば
か
り
、

最
後
を
知
っ
た
輿
次
郎
は
、

「
み
な
の
者
、
背
後
は
海
で
あ
る
。
ど
う
せ
死
ぬ

お
れ

な
ら
俺
に
つ
い
て
こ
い
。
め
ざ
す
は
輿
家
ひ
と
り
の

首
な
る
ぞ
…
…
」

と
下
知
を
す
る
や
、
闇
の
な
か
を
輿
家
の
本
陣
め

ざ
し
て
、
真
一
文
字
に
突
き
進
ん
だ
。
い
っ
ぼ
う
興

家
は
と
み
れ
ば
申
川
岸
の
本
陣
で
先
鋒
か
ら
の
吉
報

亀
ゆ
う
そ

を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
へ
　
「
窮
鼠
か
え
っ
て

た
か
ぎ
ｈ

尾
城
主
と
な
り
、
そ
の
子
降
実
が
あ
と
を
つ
い
だ
。

た
か
ｌ
ご
り

ま
た
興
次
郎
は
次
男
隆
守
を
興
三
郎
の
あ
と
の
岡
ノ

鎮細貼城
里亘氏吉主

あ
き
み
つ

に
、
三
男
鑑
益
を
頓
野
の
雲
取
山
城
主
、
四
男

は
大
友
万
に
つ
い
て
の
ち
宗
像
で
討
死
、
五
男

は
竹
ノ
尾
城
主
（
上
津
役
）
に
配
し
て
、
麻
生

興
次
郎
が
い
た
。
興
次
郎

ま
ま
は
は

は
若
い
と
き
に
継
母
と
仲

が
悪
く
て
、
岡
ノ
城
を
飛

び
出
し
た
気
骨
の
あ
る
男
、

祖
父
家
信
の
う
け
た
恨
み

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
大
内
教

よ
し
お
ｌ

弘
の
孫
義
輿
が
抗
争
す
る

し
よ
う
ｌ
Ｃ
ま
さ
す
け

小
弐
政
資
（
宝
満
山
城
主
）

と
意
を
通
じ
て
、
ひ
そ
か

に
機
会
の
く
る
の
を
待
っ

て
い
た
。
永
正
四
年
夏
、

興
次
郎
は
花
尾
城
を
奪
回

す
べ
く
、
妻
が
山
鹿
城
主

麻
生
筑
前
守
貞
政
の
娘
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
義
父
貞

政
と
共
に
山
鹿
城
で
兵
を

挙
げ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に

は
古
賀
、
津
田
、
富
木
の

三
か
城
が
加
担
し
た
。

そ
こ
で
興
次
郎
は
軍
を

二
手
に
分
け
、
輿
次
郎
み

ず
か
ら
夜
に
ま
ざ
れ
て
若

松
か
ら
烏
旗
（
戸
畑
）
　
へ

迂
回
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
を
知
っ
た
弘
信

ぎ　′〔㍉ゝ

戸惑．∴∴「「主喪主き式、
ｉ

花尾城址見坂図（八幡西区元城町、標高348Ｍ）

舟

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

と

　

よ

ろ

い

猫
を
噛
む
」
の
た
と
え
の
如
く
、
鎧

や
ぶ
れ
、
髪
を
振
り
乱
し
た
興
次
郎

∃

が
、
が
む
し
ゃ
ら
に
斬
り
込
ん
で
き

た
。
不
意
を
つ
か
れ
た
興
家
が
「
す

舎
ゆ
う
き
よ

わ
っ
」
と
ば
か
り
に
急
遽
、
防
戦
に

し
ゆ
き
ゆ
う

つ
と
め
た
が
あ
と
の
ま
つ
り
、
首
級

を
興
次
郎
が
あ
げ
る
と
、
あ
た
り
に

ど
っ
と
勝
ち
ど
き
が
こ
だ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
輿
家
が
討
た
れ
る
と
、
あ

と
の
者
は
輿
次
郎
の
祖
父
に
仕
え
た

者
ば
か
り
で
、
こ
ぞ
っ
て
興
次
郎
に

味
方
を
し
た
の
で
城
内
で
も
動
揺
が

お
こ
り
、
花
尾
城
は
戦
わ
ず
し
て
落

城
し
た
。
そ
の
た
め
興
家
の
父
弘
信

は
自
害
し
、
か
わ
っ
て
興
次
郎
が
貞

政
と
共
に
入
城
し
た
。

そ
こ
で
輿
次
郎
は
名
を
家
重
と
改

め
、
父
興
春
を
山
鹿
城
主
に
、
弟
興

三
郎
を
吉
木
岡
ノ
城
主
に
し
て
宗
像

氏
へ
の
押
え
と
し
た
。
も
っ
と
も

「
九
州
軍
記
」
に
は
古
賀
城
主
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
な
い
が
、
輿
次
郎
の

義
父
貞
政
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
興
次
郎
に
は
五
人
の
息
子

お
ｌ
み
つ

が
い
た
。
長
男
の
輿
益
は
の
ち
に
花

領
の
備
え
を
固
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ
り
四
十
年
後
の
天
文
十
五
年

（
一
五
四
六
）
、
書
木
岡
ノ
城
に
お
い
て
一
大
事
件

が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
麻
生
隆
守
記
」

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
二
十
七
日
（
天
文
十
五
年
）
、
隆
守
の
臣
瓜

生
左
近
大
夫
貞
延
、
岡
ノ
城
を
攻
む
。
こ
れ
帆
柱

の
麻
生
（
花
尾
城
主
麻
生
興
益
）
が
頼
み
た
る
に

よ
る
。
隆
守
防
ぎ
か
ね
て
城
を
出
て
内
浦
村
海
蔵

め
か
け

寺
に
て
、
そ
の
妾
と
二
歳
の
男
子
を
殺
し
、
そ
の

身
も
自
害
し
け
る
を
家
臣
柴
田
小
七
と
い
う
者
、

い
わ

降
守
父
子
な
ら
び
に
妾
の
首
に
石
を
結
い
て
海
に

沈
め
、
そ
の
身
も
海
に
投
じ
て
死
す
。

ま
た
「
吉
木
三
輪
氏
旧
記
」
に
は
、
「
そ
の
と
き

ふ
し
ん

麻
生
は
高
倉
の
龍
且
寺
山
に
城
の
普
請
最
中
に
て
、

瓜
生
左
近
大
夫
の
内
通
に
よ
り
、
宗
像
、
木
原
よ
り

押
し
登
り
、
城
を
焼
き
崩
し
追
い
打
ち
す
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
麻
生
隆
守
記
」
に
は
「
大
内

い
さ

義
隆
の
政
務
正
し
か
ら
ず
、
隆
守
の
諌
め
を
入
れ
ず
、

隆
守
、
大
内
に
背
く
」
と
あ
る
の
で
、
義
隆
の
命
令

で
花
尾
麻
生
と
宗
像
氏
が
呼
応
し
、
こ
れ
に
重
臣
瓜

生
貞
延
が
主
君
に
背
い
て
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
な
お

岡
ノ
城
は
棲
高
二
十
メ
ー
ト
ル
の
平
城
、
そ
こ
で
急

い
で
、
隆
守
が
龍
昌
寺
山
に
山
城
を
築
造
し
て
い
る

際
の
事
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
戦
い
に
よ
っ
て
吉
木
麻
生
は
断
絶
し
、
こ
れ

に
か
わ
っ
て
岡
ノ
城
が
廃
城
に
な
る
ま
で
の
四
十
年

間
は
、
の
ち
に
宗
像
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
瓜
生
貞
延

（
の
ち
吉
田
姓
に
改
名
）
が
城
主
に
な
り
、
岡
千
町た

か

は
宗
像
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
な
お
隆

－

も

ｈ

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｈ

ソ

ゆ

う

し

サ

守
の
墓
は
、
岡
ノ
城
址
下
の
隆
守
寺
（
曹
洞
宗
）
に

あ
っ
て
、
今
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
（
つ
づ
く
）


